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　私たちのまち北広島市は、明治17年に広島県人の和田郁次郎ら25戸、103
人が、一村形成をめざし、原始の森に開拓の鍬を入れ、まちづくりが始ま
りました。その後、昭和45年から始まった北広島団地の造成や工業団地の
開発などにより、人口が増加し、平成８年には市制を施行いたしました。
　少子高齢化の進行や人口減少社会の到来など、近年の社会経済情勢は急
激に変化しており、地域社会や市民生活に様々な影響を及ぼしています。
また、市町村の担う役割が大きくなる中で、自立した自治体として、持続
的な行政サービスを提供することが求められています。
　このたび、第５次となる総合計画を策定し、将来都市像を「希望都市」「交
流都市」「成長都市」と定め、「自然と創造の調和した豊かな都市」をめざ
して、新たなまちづくりをスタートすることとしました。
　豊かな自然環境、利便性の高い交通、充実した生活環境など本市の優れ
た個性を生かすとともに、市民の皆様と行政がまちづくりの目標を共有し、
ともに知恵を出し、ともに行動することにより、さらなる飛躍を遂げてい
きたいと考えています。
　最後に、この計画の策定にあたって、熱心なご審議を賜りました北広島
市長期総合計画審議会委員の皆様と市議会議員の皆様をはじめ、まちづく
りについて貴重なご意見をいただいた多くの市民の皆様に、心から厚くお
礼を申し上げます。

平成23年（2011年）3月
北広島市長　上　野　正　三

「自然と創造の調和した豊かな都市」をめざして
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計画の構成と期間

この計画の名称は「北広島市総合計画（第５次）」とします。
総合計画は、「基本構想」、「基本計画」、「推進計画」で構成します。

基本構想
＜計画期間：10年間＞

　基本構想は、社会経済の状況や本市の現状を踏まえ、本市がめざす
将来像と基本目標を定め、その実現に向けた基本方向を示すものです。
　目標年度を平成32年度（2020年度）とします。

基本計画
＜計画期間：10年間＞

　基本計画は、基本構想に掲げる将来像を実現するために、各分野で
実施していく施策を体系的に示すものです。
　社会経済情勢の変化などを踏まえ、必要に応じ中間年度で見直しを
行います。

推進計画
＜計画期間：３年間＞

　推進計画は、基本構想、基本計画に掲げたまちづくりを着実に進め
るため、基本計画での施策の展開を図るための事業を示すもので、別
に定めます。

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

基本構想

基本計画
必要に応じ中間年で見直し

推進計画

推進計画

推進計画

3年間（毎年度ローリング）
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基本構想

基本構想の目的

まちづくりのテーマ

Ⅰ

Ⅱ

　この基本構想は、本市のまちづくりの基本的方向（まちづくりのテーマ、めざす都市像、将来人口、基
本目標、土地利用）及びこれを実現するための施策の体系からなり、平成23年度（2011年度）から平成
32年度（2020年度）までの期間における総合的で計画的な行政運営を図ることを目的としています。

　本市は、昭和45年度（1970年度）に広島町総合開発計画を策定して以来、「自然と創造の調
和した豊かな都市」をめざしてまちづくりを進めてきました。
　これからも、まちづくりのテーマとして「自然と創造の調和した豊かな都市」を継承し、自
然や緑の中に、いきいきとした市民の生活や活動、躍動する産業などがあるまちをめざします。
　「大都市・札幌市に隣接し、豊かな自然が残る」、「交通利便性が高い」などの本市の特性を
生かし、快適な生活環境の形成に努めるとともに、道央圏の機能を分担し、活力のある都市づ
くりを進めていきます。

自然と創造の
調和した豊かな都市
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めざす都市像Ⅲ
　将来にわたるまちづくりのテーマは、「自然と創造の調和した豊かな都市」を継承し、10年間の計画期
間においてめざす都市像として、次の３つを設定します。

子どもと若者がお年寄りとともに
希望を育むまち

市民が多様に活動し、
産業と文化が栄えるまち

希望
都市

交流
都市

　緑豊かな優れた生活環境に支えられる中で、「子育て
がしやすい」、「若者の働く場がある」、「高齢者の智恵や
能力を生かす」ことなどに焦点を当てながら、すべての
市民が希望や夢を持てるまちをめざします。

緑を大切にし、
着実に成長しつづけるまち成長

都市
　大都市・札幌市に隣接し、地理的条件にも恵まれてい
ることから、本市は、成長の可能性のあるまちです。自
然環境を大切にしながら、人口や産業に限らず、まちの
魅力を含めて、着実な成長を続けるまちをめざします。

　通勤や通学、買物などで近隣自治体との行き来が多い
という本市の特徴を生かし、市外の方々との交流を大切に
するとともに、人々がいきいきと交流し、農業・工業・商
業など産業面においても活気があるまちをめざします。
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支えあい健やかに暮らせるまち 活気ある産業のまち
　市民同士の支えあいなどにより、すべての市民が健やか
に安心して生活でき、安心して子どもを生み育てられる環
境があるまちをつくります。

　活気ある農業・工業・商業などが営まれ、新たな産業が
生まれ、多くの人々にとって働く場があるまちをつくりま
す。

人と文化を育むまち 快適な生活環境のまち
　豊かな心や創造力を持つ人材を育む教育が行われ、市民
が自主的に学び交流する学習やスポーツの機会があり、新
たな市民文化が生まれるまちをつくります。

　住環境や道路整備、地域情報化などの都市基盤の充実に
より、だれもが快適に暮らせるまちをつくります。

美しい環境につつまれた安全なまち 計画の実現に向けて
　緑にかこまれた環境にやさしいまちをつくるとともに、
防災対策や消防体制、交通安全対策などが充実し、安全・
安心な市民生活が確保されるまちをつくります。

　市民の多様な活動を促進し、協働してまちづくりを実践
するまち、行財政改革の推進により信頼される行財政運営
を持続できるまちをつくります。

将来人口

基本目標

Ⅳ

Ⅴ

　今後の10年間においては、人口の減少とともに生産年齢人口の減少などによる税収入の落ち込みなど
が財政に影響を与えることが想定されますが、子育て環境の充実や住環境の整備、雇用や新規ビジネスの
創出、まちの魅力の発信、市街化区域内の低・未利用地の活用などによる定住の促進を図ることにより、
計画最終年度の平成32年（2020年）の人口を61,500人と設定し、まちづくりを進めていきます。

　めざす都市像の実現に向けて、６つの基本目標を設定します。

基本目標 1 基本目標 4

基本目標 2 基本目標 5

基本目標 3 基本目標 6
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土地利用Ⅵ
　本市の持つ地理的、経済的条件などをふまえ、活力ある産業の振興や快適な生活環境の確保が図られる
ような土地利用に努めます。また、長期的に見込まれる人口減少や高齢化の進展に対応し、自然環境を保
全する視点から、既存の都市基盤を有効活用した集約型の都市構造への誘導を図ります。
　自然と共生したまちを創造するため、都市機能の集約する市街地と森林・農業地域がバランスを保つよ
う、計画的な土地利用の誘導を図ります。
　コンパクトなまちづくりを基調として、市街地の無秩序な拡大を抑制し、都市基盤の既存ストックを活
用しながら、総合的な整備等に努めます。市街化区域では、都市の質的な向上や再生をめざし、住環境の
整備や再開発などによる有効な土地利用を図るとともに、都市機能の適正な配置と誘導を進め、便利で快
適な市街地の形成に努めます。市街化調整区域では、無秩序な都市的土地利用は認めないこととし、農地
や森林などの保全に努めます。

●本市の魅力となっている「身近な緑に囲まれた良好な住環境」を保全します。

●生活利便性が高く、災害に強い住環境の整備を図ります。

●低・未利用地が有効に活用されるよう誘導していきます。

●幹線道路沿道における商業・業務地の計画的な配置を進めるとともに、住宅地内への
商業機能の誘導を図ります。

●ＪＲ北広島駅周辺は、まちの顔として商業・交流機能等の充実を図ります。

●ＪＲ上野幌駅周辺は、駅機能を生かした商業・業務機能の立地を図ります。

●幹線道路沿道の市街化区域内において、景観等に配慮しながら、軽工業や流通施設を
誘致し、潤いのある沿道環境の形成を図ります。

●産業経済活動の活発化と雇用機会の創出を図るため、新たな工業団地の整備を検討し
ます。

●優良農地の保全・確保や農業関連施設の整備を進め、営農環境の維持・向上を図ります。

●農地の持つ「水資源のかん養」や「自然環境の保全」、「良好な景観の形成」などの多面
的機能を活用し、環境保全を図ります。

●農地の貸借等の推進により農地の有効利用を図ります。

●遊休農地の他用途への転用を必要最小限にとどめ、農地としての活用を促進します。

●環境保全、レクリエーション、防災、景観構成などの機能が十分に発揮されるよう、
無秩序な開発の防止に努め、森林を保全・育成します。

●市の緑の骨格となっている「国有林」、「南の里の森」、「仁別・三島の森」、「富ヶ岡の森」
は、交流空間としての活用を図りながら、適切な保全等に努め、次世代に引き継いで
いきます。

住宅
地域

工業
地域

商業・業務
地域

農業
地域

森林
地域
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計画のあらましⅠ

基本計画

■ 基本計画の役割

　この「基本計画」は、「基本構想」に掲げた将来像の実現に向けた施策や事業を分野別に体系化し、行政
が行うべきこと、市民や地域、事業者等が主体的に行うべきこと、協働して行うべきことなどそれぞれの
役割を担いながら総合的なまちづくりを推進するもので、特定の施策分野において策定する各個別計画の
上位計画として位置づけられます。
　「基本計画」で示す施策を具体化するため、10か年の計画期間における実施すべき事業を明らかにする
「推進計画」を策定します。「推進計画」は、３か年の期間について示しますが、毎年度の進行状況等を把
握し、見直しを行いながら実施していくものとします。
　また、社会経済情勢の変化や市民ニーズに適切に対応し、成果をあげているかなど点検や評価を行い、
必要に応じ中間年で見直しを行います。

■ 基本計画の進行管理

❶ 進行管理の進め方
　計画の推進にあたっては、施策や事業が実施されることは大切ですが、さらに、推進した結果が市民生
活等に対して「どのような成果をあげることができたのか」を重視し、その成果に基づいて、限られた経
営資源である予算や人材の適切な配分、効果的・効率的な活用を図っていく必要があります。
　成果を重視した進行管理を図るため、総合計画指標を用いた進行の状況、施策や事業の成果などを点検・
評価しながら、見直し・改善を行っていきます。
　また、行政活動の成果や課題を市民と共有し、課題解決に向けた取組みを実行することにより、透明性
が高く、市民満足度の高い行政運営が図られることから、市民参加による計画の進行管理や評価を進める
とともに、予算編成に反映するなど、「計画・実行・評価・改善」の仕組みをより充実させて、行政運営
の質的向上・効率化をめざします。

❷ 政策評価の活用
　本計画では、政策評価を活用した進行管理を行います。
　具体的には、総合計画の施策体系に基づき、個別の事業レベルから、事業を束ねた施策、政策まで段階
的に実施し、施策や事業の実施目的や達成目標を明らかにしたうえで、「目的や目標の達成度」、「実施手
段の妥当性」、「市民生活への必要度」などの観点から評価を加えながら計画の進行管理を行っていきます。
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■ 土地利用構想図

　市の土地利用は、基本構想の「Ⅵ　土地利用」で示した考え方を指針として、自然環境と調和した都市
空間の形成を図っていきます。
　土地利用構想図は、基本構想で定めた「住宅地域」、「商業・業務地域」、「工業地域」、「農業地域」、「森林地域」
という区分に応じて、将来の土地利用の姿を概括的に図示したものであり、基本構想及び土地利用構想図
を基本として、適切な土地利用を進めていきます。

総
合
計
画
指
標

計
画
の
構
成
と
期
間

基 

本 

構 

想

基 

本 

計 

画



｜ 北広島市総合計画8

にぎわい・
魅力づくり
プロジェクト

❶魅力づくりと情報の発信

❷にぎわいの創出と交流の促進

❸活気ある産業の創造

2

主要な取組み

住みたくなる
地域づくり
プロジェクト

❶ともに支えあう地域づくり
❷住みよい環境づくり
❸利用しやすい交通
❹地球環境への配慮

3

主要な取組み

重点プロジェクトⅡ
　「まちづくりのテーマ」と「めざす都市像」を実現するため、市は、基本計画の分野別計画（第１章～第６章）
に掲げる施策を推進していきますが、その中でも特に重点的、戦略的に取り組むべき施策について「重点
プロジェクト」を設定し、推進していきます。
　重点プロジェクトは、分野の異なる施策や事業を一体的に展開することで、分野を横断した総合的な成
果をあげることをめざしており、分野別計画に掲げる全施策の先導的な役割を果たすものです。
　次の３つの重点プロジェクトの推進により、本市の魅力を磨き、市内外にアピールすることで、交流人
口や定住人口の増加を図り、持続可能な都市経営を推進していきます。
　また、重点プロジェクトが成果をあげるため、市民（本市への通勤者や通学者、市内に事務所・事業所
等を有する個人及び法人その他の団体などを含む。）と行政がそれぞれの役割を担い、地域の力を結集し
て取り組むとともに、市民参加による進行状況の点検なども進めていきます。

子育て支援・
人づくり
プロジェクト

❶安心できる子育て

❷健やかな子どもの教育

❸いきいきとした人づくり

１

主要な取組み
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子育て支援・
人づくり
プロジェクト

1

●安心できる子育て
　健康づくりや地域医療の分野において、「妊娠・出産・育児に関する保健指導や相談」や「保
健センターの整備」、「産科の誘致活動」などを実施します。
　子育ての分野において、「多様化する子育てニーズに対応する保育サービス」や「待機児
童を解消する保育園の受入体制の拡大」、「学童クラブの施設整備」、「利用者ニーズに対応
した地域子育て支援センターの活動の充実」、「児童館の整備など地域における子どもの居
場所づくり」、「育児交流会など育児中の親の支援の拡充」、「育児を親の喜び・責任と感じ
られる親育て」などを実施します。

●健やかな子どもの教育
　学校教育の分野において、「学びがいのある学校教育の推進」や「子どもの農業体験や商
工業等の職場体験などによるキャリア教育や環境教育」、「保育園や幼稚園、小学校、学童
クラブ、児童館等の連携強化」などを実施します。
　青少年健全育成の分野において、「専門知識を持つ人材によるいじめや不登校への対応」
や「学校や保護者、地域、関係機関の連携強化による子どもの安全対策」などを実施します。

●いきいきとした人づくり
　社会教育の分野において、「市民の主体的な生涯学習活動の支援」や「社会や地域の課題
に対応する学習機会の提供」、「高齢者の知恵や経験を人づくりに生かす取組み」、「世代間
交流の促進」などを実施します。
　芸術文化やスポーツの分野において、「個性豊かな地域文化の創造への支援」や「生涯に
わたって親しめるスポーツ・レクリエーション活動の支援」などを実施します。
　大学との連携の分野において、「大学のもつ英知を生かした人づくり」を推進します。
　人権尊重や男女共同参画の分野において、「平等で暮らしやすいまちになる人権尊重意識
の普及・啓発」や「性別に関わりなく個性と能力を発揮でき、相手の価値観を認めあうこと
ができる男女共同参画意識の普及・啓発」などを実施します。
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にぎわい・
魅力づくり
プロジェクト

●魅力づくりと情報の発信
　イベントや観光の分野において、「市民や企業、行政等の連携による観光資源や魅力の発
掘と活用」や「四季それぞれの祭など新たなイベントの創出」、「本市の魅力の市内外へ積極
的な発信」、「沿道施設の活用による特産品販売や情報提供等の検討」などを実施します。
　広報活動の分野において、「手づくり観光マップやゴルフ・トーナメントの活用など多様
な手法によるまちのＰＲ」などを実施します。

●にぎわいの創出と交流の促進
　芸術文化やイベントの分野において、「自発的で個性豊かな市民の芸術文化活動を振興す
るための発表や交流の場の提供」や「大規模なイベントやコンベンションの誘致」などを実
施します。
　大学との連携や広域交流の分野において、「イベントや地域活動等を通じた市内の大学等
との交流」や「札幌恵庭自転車道線などの自転車道を活用した広域交流」、「エルフィンロー
ドやトリムコースなどを活用した散策路の設定による交流」などを促進します。
　市街地整備の分野において、「エルフィンパーク交流広場の多様な活用」や「ＪＲ北広島
駅周辺での広域的な交流拠点づくり」、「学校跡施設などの有効活用」、「輪厚インターチェ
ンジを活用した交流やにぎわいの創出」などを実施します。

●活気ある産業の創造
　農業の分野において、「地産地消の推進」や「市民農園や直売所、農家レストランなどグリー
ンツーリズムの推進」、「食の安全をテーマとする取組み」などを実施します。
　商工業の分野において、「地元企業支援や企業誘致による雇用の拡大」や「新産業創出の
促進」、「コミュニティビジネスの育成や市民の起業の促進」、「地域特性や消費者ニーズに
対応する地域商業の振興策」、「商品のブランド化による市外流通の促進」などを実施します。
　施策の推進に当たっては、市内の法人等と行政が情報を共有し協力して取り組みます。

2

１

２

３
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住みたくなる
地域づくり
プロジェクト

●ともに支えあう地域づくり
　地域医療や地域福祉の分野において、「ネットワーク化による医療の充実」や「高齢者や
障がい者、子どもなどの相談体制の連携」、「ボランティアのコーディネート機能の強化」、「高
齢者の知恵や経験を生かした地域づくり」などを実施します。
　高齢者福祉の分野において、「高齢者が気軽に交流できる場の整備」などを実施します。
　防犯や地域コミュニティの分野において、「交通安全や防犯に関する知識の普及と自主的
な地域活動の支援」や「町内会・自治会への加入の促進」などを実施します。

●住みよい環境づくり
　緑化の分野において、「道路の植栽スペース設置など住宅地の緑化」などを実施します。
　市街地整備の分野において、「北広島団地活性化計画に基づく団地のブランド化と全国へ
のＰＲ」などを実施します。
　居住環境の分野において、「高齢者・障がい者の住替え支援・住宅リフォーム支援」や「本
市の魅力を体感できる体験移住の取組み」などを実施します。
　情報化の分野において、「地域情報化を活用した高齢者の見守り」などを実施します。

●利用しやすい交通
　交通の分野において、「高齢者など交通不便者の買い物等の支援」や「通勤者や通学者、高
齢者などだれもが利用しやすい公共交通の確保」、「市民や利用者、商業施設、病院、学校
など多様な主体が積極的に参画する地域交通の調査研究」、「自転車道ネットワークの形成」、
「地域コミュニティを中心とした除排雪の支援」などを実施します。

●地球環境への配慮
　環境保全の分野において、「省エネルギー意識向上の啓発」や「再生可能エネルギーへの
転換の促進」、「大気や水質の保全、悪臭や騒音などの防止対策」などを実施します。
　公園や緑化などの分野において、「市街地や周辺における緑の保全と緑化の推進」や「潤
いのある水辺空間の形成」、「市民との協働によるコミュニティの場として親しめる公園や
緑地の整備」などを実施します。
　都市景観の分野において、「身近な森林や緑地などを生かした景観づくり」などを実施します。
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第１節

第２節

第３節

分野別計画Ⅲ

第１章 支えあい健やかに暮らせるまち

● 市民が心身ともにいきいきとした生活を送れるよ
う、生涯を通じた健康づくりを推進していきます。

● 子どもが健やかに生まれ育つよう、妊娠期からの
きめ細かな母子保健の推進と生活習慣病予防の取
組みを充実させ、市民の健康維持の促進を図って
いきます。

● 救急急病患者の医療を確保するため、医療体制の
連携強化を図りながら市民の健康の推進を図って
いきます。

● 国民健康保険事業においては、特定健康診査や特
定保健指導に取り組み、加入者の健康の増進を図
るなど円滑な事業運営を推進します。

● 地域福祉を支え、さまざまなサービスを提供する社会資
源ネットワークの構築や地域活動との連携を図ります。

● 利用者が必要とする福祉サービスを選択するた
め、さまざまな悩みや問題を受け止める相談体制
や情報提供の充実を図ります。

● 各種調査により多様化する市民ニーズを把握し
て、保健、福祉、医療の連携によりサービスの適
切な提供を推進します。

● 市民の自発的な活動意欲を尊重し、地域の人材育成
や活動の促進のための仕組みづくりを進めていきます。

● 地域で活動する団体などとの連携により要援護者
の把握に努め、災害時に援護の必要な人を支援で
きる体制づくりを進めます。

● 福祉環境整備要網に基づき、バリアフリーのまち
づくりを進めるとともに、地震や雪害に配慮した
住宅整備を図ります。

● 公立保育園の配置見直しや施設の老朽化対策、民
間活力の導入など保育機能の充実を図るとともに、
学童クラブの施設整備や定員などについて、利用者
ニーズを踏まえた検討、計画的な整備を推進します。

● 常設の地域子育て支援センター事業の充実を図り
ます。

● ひとり親家庭の自立促進と児童の健全な成長を図
るため、総合的な支援を推進します。

● 児童館整備についての検討を進めるとともに、児
童の健全育成や遊び場の確保を図ります。

● 増加傾向にある児童虐待・不登校・養育上の問題
に対して、未然に防止するための啓発活動や適切
に対応する相談体制の充実を図ります。

● 発達の遅れや偏り、障がいのある子どもに対する
療育や家族への相談・支援など、専門的な体制づ
くりを推進します。

【基本的方向】

【基本的方向】

【基本的方向】

●健康づくりの推進　●保健予防の推進　●医療体制の充実　●国民健康保険事業の適正な運営

●地域福祉推進体制の充実　●地域福祉活動の推進　●福祉環境の充実

●子育て環境の充実　●ひとり親家庭への支援　●児童の健全育成　●療育指導の充実

施　策

施　策

施　策

健康づくり・地域医療の充実

地域福祉の推進

子育て支援の充実
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第５節

第６節

● 自分の健康は自分で守ることを基本にしながら、高
齢者自身が地域社会の中で自らの経験と知識を生か
し、生きがいをもって生活を送ることができる機会
と場を提供していきます。

● 高齢者保健福祉計画に基づき、高齢者が住み慣れ
た地域で、健康で安心して暮らすことのできる地域
社会の実現をめざします。

● 高齢者のニーズを的確に把握し、地域住民、民間団
体、関係機関などの連携を図りながら、利用者の立
場に立ったサービスを総合的に提供できる体制づく
りを進めます。

● 高齢者が自立した生活を続けていくために介護予防
対策を積極的に推進します。

● 認知症の早期発見と適切な認知症ケアを充実してい
くとともに、認知症に対する理解と支援の輪を広げ
ていきます。

● 要介護の状態になっても、自宅で自立した日常生活
を営むことができるよう、在宅支援体制の整備に努
めるとともに、介護施設サービスの充実、地域全体
で支えあう体制づくりを進めます。

● 生活に困窮する人に対する相談・指導の充実を図り
ます。また、保護が必要な人には生活保護制度によ
り、生活を保障するとともに、就労指導や生活指導
により自立の助長を推進します。

● 重度心身障がい者やひとり親家庭の医療にかかる経
済的な負担の軽減を図ります。

● 乳幼児等における疾病の早期受診、医療面からの子
育て支援として、医療費の助成の充実を図ります。

【基本的方向】

【基本的方向】

●生きがいと社会参加の促進　●介護予防と自立の支援　●介護サービスの充実　●地域支援体制の推進

●低所得者援護の充実　●医療援護の推進

施　策

施　策

高齢者福祉・介護の充実

社会保障制度の充実

第４節

● 障がい者が、障がいのない人と同じように地域で生活
し、活動できるようノーマライゼーションの社会づくり
を推進するため、相談支援体制などの充実を図ります。

● 障がい者の地域や在宅での生活を支援するため、自
立支援給付のほかコミュニケーション支援や日常生活
用具の給付など、必要なサービスの提供を図ります。

● 障がい者の就労促進のため、必要な訓練や活動の場
を提供し、就労機会の拡大を図ります。

● 障がい者が地域での社会活動に参加できるよう、交
流の場と体験機会の提供を図ります。

【基本的方向】

●地域生活支援の充実　●社会参加の促進施　策

障がい福祉の充実
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第１節

第２章 人と文化を育むまち

● 幼児の調和のとれた心身の発達を促し、「生きる
力」の基礎や生涯にわたる人格形成の基礎を培う
幼児教育を充実します。

● 自然や生命を尊重する心や美しいものに感動する
感性、正義を重んじる心などの「豊かな心」を育
む教育を充実します。

● 基礎・基本をしっかり身に付けさせ、それらを活
用して目標の実現や課題の解決を図ることができ
る「確かな学力」を育てる教育を充実します。

● 体力、運動能力の向上を図るとともに、体力の源
である食の正しい知識や望ましい食習慣の確立な
ど「健やかな体」を育てる教育を充実します。

● 一人ひとりの教育的ニーズに応じた、きめ細かな
指導や支援を充実します。

● 国際理解、情報、環境、福祉、人権、平和などの
さまざまな課題に対して主体的に解決に取り組も
うとする態度・能力の育成など「社会の変化や課
題に対応できる力」を育む教育を充実します。

【基本的方向】

●幼児教育の振興・充実　●豊かな心を育む教育の充実　●確かな学力を育てる教育の充実

●健やかな体を育てる教育の充実　●特別支援教育の充実　●社会の変化や課題に対応した教育の推進
施　策

「生きる力」を育む学校教育の推進

第２節

第３節

第４節

● 時代にあった生涯学習の基礎づくりを進めるためにも
全市的な取組みはもとより、各地区の特色を生かした
市民の主体的な生涯学習活動の支援を推進します。

● 社会の変化に適切に対応していくために、社会の要請

や個人の学習ニーズに対応した学習機会の充実を図り
ます。

● 学習活動を効果的に支援していくために、施設・設備
の充実など学習環境の整備を促進します。

● 学校の教育活動や運営についてのマネジメント・サイク
ルに基づいた継続的な評価や評価結果の公表、保護者
や地域住民との双方向の協力、学校関係者からの意見
や評価の活用などを通して信頼性の向上と学校改善を
図る開かれた学校づくりを推進します。

● 新しい教育システムによる魅力ある教育活動や安心して
教育活動が行える学校づくり、質の高い学びを支える環
境づくりなど社会の変化や実態にあった教育環境の整
備を促進します。

● 基本的な生活習慣や自立心の育成など、家庭での教
育力向上やあたたかな家庭づくりへの支援を進めま
す。

● いじめ・不登校の問題を早期に解消するため、関係
機関との連携強化と専門的知識を有する人材の活用

を進めます。
● 青少年を健やかに育む、安全・安心な育成環境を確

保するため、家庭、学校、地域との連携を強化し、
主体的な健全育成活動を支援します。

【基本的方向】

【基本的方向】

【基本的方向】

●学習活動への支援の充実　●学習機会の充実　●施設の充実による学習環境の整備

●開かれた学校づくりの推進　●教育環境の整備

●家庭の教育力向上への支援の充実　●教育相談体制の充実　●地域が支える健全育成活動の充実

施　策

施　策

施　策

信頼され、魅力ある学校づくりの推進

家庭・青少年健全育成の推進

社会教育の充実
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第５節

第６節

● 市民のだれもが北広島を良く知り、誇りに思う心を培う
とともに、北広島の自然や歴史的遺産を大切に守り育て
ることができるよう、学習機会の充実や市民参加による
事業を推進します。

● 郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存・活用を進めると
ともに、市民が身近に郷土文化財などにふれることがで
きる環境の整備を推進します。

● 子どもから高齢者まで、あらゆる世代で読書や学習
を続けられるよう、市民との協働により図書館サー
ビスの充実を図ります。

● 子どもの読書活動については、新たな「子どもの読
書活動推進計画」を策定し、家庭・学校・地域が一
体となった推進をめざします。

【基本的方向】

【基本的方向】

●エコミュージアム構想の推進　●文化財の保存と活用

●図書館サービスの充実　●子どもの読書活動推進

施　策

施　策

歴史の継承と創造

読書活動の充実

第７節

● 市民の芸術文化活動を振興するとともに、個性豊かな
地域文化の創造に努めます。

● 市民が芸術文化に親しむことができる環境の充実を図る

とともに、市民等との連携による芸術文化ホールの運営
を進めます。

【基本的方向】

●個性豊かな地域文化の振興　●市民等との連携による芸術文化活動の展開施　策

芸術文化の振興

第10節

● 広域交流による交流人口の増加を図り、人や物などの
ネットワーク化を推進します。

● 地域間の交流と連携を深め、市民のさまざまな交流を促
進します。

● 教育文化、経済など多方面にわたる姉妹都市との交流
を展開し、一層の市民レベルでの交流を推進します。

● 国際感覚豊かな人材を育成するため、地域や個人レベ
ルでの国際理解と国際交流を促進します。

【基本的方向】

●広域的な交流の促進　●姉妹都市交流事業の拡充　●国際交流の促進施　策

交流の促進

第９節

● 市、大学、市民のネットワークを形成し、大学の持つ
人材や英知を生涯学習やまちづくりに生かし、地域の
活性化を図るため、大学との連携・協力を進めます。

● 学生による地域との交流や多様な活動への参画など連
携を促進します。

【基本的方向】

●大学との連携　●地域活動の促進施　策

大学との連携

第８節

● 市民だれもが、生涯にわたりスポーツ・レクリエー
ション活動に親しむことができるよう、生涯スポー
ツ活動をはじめ、児童生徒・障がいのある人のスポー
ツ・レクリエーション活動の支援を推進します。

● 競技スポーツを振興するため、スポーツ選手の育成
や支援に努めます。

● 全道大会や全国大会への出場など、大きな目標を
もった青少年の夢と希望を実現する競技スポーツの
振興を図ります。

● 多様化する市民ニーズに対応したスポーツ施設の整
備と運営を図ります。

【基本的方向】

●健康で生きがいのあるスポーツ活動の促進　●競技スポーツの振興　●スポーツ施設の整備と運営施　策

スポーツ活動の推進



｜ 北広島市総合計画16

第１節

第３章 美しい環境につつまれた安全なまち

● 幼環境基本条例、環境基本計画に基づき、計画的、
総合的な環境施策を推進します。

● 市民参加により消費廃棄型社会から資源循環型社
会への移行を進め、低炭素社会の構築に向けた長
期的な環境負荷低減への取組みを推進します。

● 健康で安全に暮らせる快適な生活環境を保全する
ため、監視パトロールによる公害の発生源に対す
る指導の徹底を図るなど、環境汚染の防止に努め
ます。

● 自然環境の保全と健全な生態系の維持をめざし、

特定外来生物や有害鳥獣の駆除による農作物など
への被害発生防止に取り組みます。

● 市民が環境に配慮した活動に参加できる地域コ
ミュニティづくりを進め、環境教育の啓発や市民・
事業者・行政などの連携を促進します。

● 上下水道の未整備地区における衛生環境の向上や
畜犬登録、狂犬病予防接種の促進を図ります。

● 市民の墓所需要に対応するため、霊園の整備等を
図るとともに、火葬場の整備について検討を進め
ます。

【基本的方向】

環境の保全

●地球環境の保全　●公害対策の推進　●自然環境の保全　●環境保全意識の向上　●環境衛生の充実施　策

第２節

●ごみの減量化とリサイクルを推進するため、資源回収の
促進やリサイクル意識の高揚を図ります。

●ごみの減量化や資源化対策、生ごみのバイオガス化処
理により最終処分場の延命化を図るとともに、第６期最
終処分場の整備、最終処分場周辺の環境整備を充実
します。

● 可燃ごみの処理方法について検討を進めます。
● 容器包装リサイクル法などに基づく分別収集を行うほ

か、新たにリサイクル可能な資源物の分別、収集方法
等の検討を行い家庭ごみの効率的な収集運搬及び処
理を推進します。

【基本的方向】

●ごみの減量化・リサイクルの推進　●ごみ処理体制の充実施　策

廃棄物対策の推進

第３節

● 緑のまちづくり条例やまちづくり指針に基づき、開
発事業者に対し指導を行いながら、緑と調和したま
ちづくりを進めます。

● 民有林所有者の理解と協力を得ながら、緑の保全と
緑化の推進を図ります。

● 自然や緑を大切にする心を育むため、市民協働によ
る緑化を推進します。

● 森林整備計画に基づく森林施業計画に沿って市有

林の整備を図ります。
● 花と緑の美しいまちづくりを支える基盤づくりを促

進します。
● 市民と行政が協働して河川環境を守り、潤いのある

水辺空間の形成を図っていきます。
● 公園施設長寿命化計画に基づき、市民が安全・安心

に利用できる憩いの場の提供を促進します。

【基本的方向】

●緑化の推進　●親水空間の保全　●公園の整備施　策

水と緑の空間の充実
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第５節

● 複雑多様化する各種災害に迅速かつ的確に対応するた
め、消防体制の充実・強化を図ります。

● 消防の広域化を推進し、より効率的で効果的な消防体
制を構築します。

● 消防救急無線デジタル化に向けて、関係機関と連携し、
指令業務の共同運用と併せ効率的な整備を進めます。

● 市民に対する防火意識の普及啓発を進めながら、地域

ぐるみの自主防災組織と連携し、防火安全対策の強化
を図ります。

● 予防査察を強化し、安全管理対策の充実を図ります。
● 消防団員の確保や、地域の防災力の強化に向けて消防

団の充実を図ります。
● 救急体制の充実に努めるとともに、市民を対象とした救

命講習会を開催し、救命率の向上を図ります。

【基本的方向】

●消防体制の充実　●火災予防の推進　●救急救命体制の充実施　策

消防・救急体制の充実

第４節

● 災害から市民の生命と財産を守るため、災害に強いま
ちづくりをめざし、総合的かつ広域的な防災対策を推
進します。

● 災害の規模・様態によっては必要となる物資の輸送に
支障をきたす場合があることから、防災用食料及び資
機材の分散備蓄を図っていきます。

● 市民の防災意識の高揚を促しながら、自主防災組織な

ど自主的な防災活動を支援・促進します。
●自然災害の発生を未然に防止するため、森林や河川の

整備などの治山・治水対策により、災害に強いまちづ
くりを推進します。

● 学校など多くの市民が使用する公共施設の耐震化を進
めます。

【基本的方向】

●防災対策の推進　●自主防災組織の充実　●治山・治水の推進施　策

防災体制の充実

第７節

第８節

●「自分のことは自分で守る」 という市民の防犯意識の浸
透を図ります。

●「自分たちの地域は自分たちで守る」という地域の防犯力

を高める活動を支援します。
● 市、市民、事業者及び関係機関の連携を強化し、「犯

罪の起きにくいまちづくり」を推進します。

● 市民の消費生活の安定と消費者保護のため、複雑多
様化する消費生活に関する苦情や相談の適切な対応
を図ります。

● 消費生活に関する知識の普及など消費者教育の充実
を図り、消費生活被害の未然防止に努めます。

【基本的方向】

【基本的方向】

●防犯意識の普及啓発　●犯罪が起きにくい環境づくり

●消費者教育の拡充　●消費者保護の推進

施　策

施　策

防犯対策の推進

消費生活の安定

第６節

● 子どもから高齢者まで、それぞれの年代に応じた交
通安全教育を推進し、交通安全意識の浸透を図りま
す。

● 安全で快適な市民生活の実現をめざして、市民、企
業、地域、関係行政機関が連携して、積極的に交通
安全対策を推進します。

【基本的方向】

●交通安全意識の充実　●交通安全環境の整備施　策

交通安全の推進
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第１節

第４章 活気ある産業のまち

● 担い手や後継者を育成・確保し、農業者の経営体
質の強化を進めます。

● 基盤整備等により、経営基盤となる優良農地の確
保を図るとともに、農業関連施設機能の維持増進
や農業災害の防止対策などを推進し、農業生産の
安定を図ります。

● 市民農園や農産物の直売などグリーンツーリズム
を進め、都市と農村の交流を深めます。また、大
消費地に近い特性を生かし都市住民の需要に即し
た農業生産の振興を図ります。

● 観光や教育、環境など他の分野と関連させ、複合
的な要素により農業振興を図ります。

● 関係機関、団体との連携を密にして財団法人道央
農業振興公社による広域的な農業振興の取組みを
進めます。

【基本的方向】

農業の振興

●担い手の育成　●農地の利用・保全　●都市住民との交流　●生産・流通の振興施　策

第２節

第３節

● 企業が実施する人材育成への支援等により、地元企業
の経営基盤の強化を図ります。

● 技術力の向上や市内企業間における人・物・技術の交
流の促進、地域と一体となった企業活動などに対する
支援を強化し、経済活動の活性化につなげていきます。

● 商工業振興基本条例に基づく商工業振興基本計画によ
り、各種の施策を実行していきます。

● 活発な商業活動が展開されるまちとなるよう、商業
活性化の促進や各地域商業の振興、商業経営の安
定等を中心とした事業を展開します。

● 商工業振興基本条例に基づく商工業振興基本計画
により、各種の施策を実行していきます。

【基本的方向】

【基本的方向】

●地元企業の育成　●市内での連携

●各地域商業の振興・商業団体の育成　●商業経営の安定

施　策

施　策

工業の振興

商業の振興
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第４節

● 造成が進んでいる北広島輪厚工業団地の企業誘致を
推進するとともに、札幌都市圏に位置する地理的優位
性を生かし、新たな工業団地の開発に取り組むなど戦
略的な企業誘致により、活力ある都市の発展につなげ
ていきます。

● 市民起業家の育成、産学官の連携強化による新産業
の創出などにより、地域経済の活性化を図ります。

【基本的方向】

●企業誘致の推進　●新産業の創出施　策

企業誘致・新産業の創出

第５節

第６節

● 観光資源の発掘・活用、観光情報のＰＲ、イベントや
コンベンションの充実などにより、交流人口や定住人口
を増やすなど市の活性化を推進します。

● 高齢者の就業機会の確保・拡大や求職者への職業
相談、職業紹介を実施します。

● 働く人たちの勤労意欲の向上や職場定着化を図るた
め、福利厚生の充実など、よりよい労働環境の形成
を支援します。

【基本的方向】

【基本的方向】

●観光の振興　●イベント等の充実

●就業機会の拡大と安定化　●勤労者福祉の充実

施　策

施　策

観光の振興

労働環境の整備
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●市街地の形成　●駅周辺まちづくり施　策

第２節

第３節

● 市営住宅については、住宅マスタープランに基づいて建
替えを進め、施設の長寿命化と居住環境の改善を進め
ます。

● 少子高齢社会における市民の多様な居住ニーズに対
応し、高齢者等の住替え支援やリフォーム情報の提供、
ユニバーサルデザインの普及などを進めます。

● 安全で快適な市民生活を確保するため、広域幹線道
路や市内幹線道路、生活道路を整備するとともに、
市道の適切な維持管理、計画的な改良や補修を進め
ます。

● 高齢者や障がい者等も利用しやすい、道路・交通施
設の整備と改善に努めます。

● 都市活動の利便性を高めるため、広域幹線道路であ
る羊ヶ丘通の整備促進を図ります。

● 橋梁長寿命化修繕計画を策定し、老朽化した橋梁の
長寿命化と修繕・架替えの費用縮減を図ります。

【基本的方向】

【基本的方向】

●公営住宅等の整備促進　●多様なニーズへの対応

●市内幹線道路・生活道路等の整備

施　策

施　策

居住環境の充実

道路の整備

第４節

● バス交通に関する市民要望を踏まえ、バス事業者との
協議によりバス路線の維持安定に努めます。

● 交通弱者の移動の利便性の確保や地域間交通の促進
を図るため、地域交通システムの検討を進めます。

● 自転車の利用環境を整備し、利用を促進することによ
り、地域の活性化や観光振興に努めます。

●自然の恵みが感じられ、安全で快適な札幌恵庭自転車
道線の整備を進めます。

● 冬期間における安全で快適な生活環境を確保するた
め、総合的な雪対策を推進します。

● 除雪体制維持のため必要な除雪車両の確保を計画的
に進めます。

【基本的方向】

●公共交通の充実　●サイクリング・ネットワークの形成　●冬期間交通の確保施　策

交通の充実

第１節

第５章 快適な生活環境のまち

● 都市構造の主要な要素である緑、土地利用、交通
等を踏まえた将来都市像の実現に向け、近隣自治
体や国・北海道との連携を図りながら、市民の意
見を取り入れたまちづくりを推進していきます。

● ＪＲ北広島駅周辺は、広域的で多彩な交流や賑わ
いが生まれ、本市の活性化の中心的役割を果たす
よう、商業・業務施設の誘導をはじめ諸機能の充
実を図ります。

【基本的方向】

市街地整備の推進
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第５節

第６節

● 水質の確保と水質検査結果の公表により、市民が安全
で安心して利用できる水を供給します。

● 市民がいつでも水が使えるよう、水を安定供給し、水
道施設の耐震性の向上に努めます。

● 将来も変わらず安定した施設の維持運営ができるよう、
計画的な水道施設の更新や改良を行います。

● 水の安定供給のため、健全な水道事業の経営を推進し
ます。

● 快適で衛生的な生活環境を確保するため、汚水・雨
水管の整備を進めます。

● 下水処理センター機能の段階的な増強を図るととも
に、バイオマス利活用施設の整備を進めます。

● 適正な施設管理を継続するため、維持管理体制の充
実を図り、施設の計画的な改修・更新を進めます。

● 下水道事業財政計画に基づき、経営の健全化に努
めます。

● 発生汚泥の活用方法を構築します。
● 道央地区環境衛生組合が広域処理してきた「し尿・

浄化槽汚泥」については、下水処理センターに新た
にバイオマス利活用施設を整備し処理するとともに、
道央地区環境衛生組合については、組合の解散に向
けて関係自治体と協議を進めていきます。

【基本的方向】

【基本的方向】

●水の安心　●水の安定　●施設の維持　●水道経営基盤の強化

●下水道の整備と利用の促進　●発生汚泥の有効利用　●し尿・浄化槽汚泥の処理

施　策

施　策

水道の整備

下水道の整備

第７節

第８節

● 市民・事業者・行政の協働により、地域の個性や魅力
を生かした魅力ある都市景観づくりを進め、快適で美し
い北広島市を未来に伝えます。

● 北海道景観条例に基づき、良好な景観を維持します。

● 高度な情報技術を活用した行政サービスにより、市
民の利便性を向上します。

● 電子自治体の構築を推進するとともに、適切な情報
セキュリティ対策を講じます。

【基本的方向】

【基本的方向】

●景観づくり　●景観の維持

●行政事務の情報化　●情報化の環境整備

施　策

施　策

都市景観の形成

情報化の推進
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第１節

第６章 計画の実現に向けて

● 市民参加の基本原則や市民の役割、具体的な市民
参加の対象や手続きの方法などを規定した市民参
加条例に基づき、市民参加機会の拡大、市民の意
向が市政に反映される市民自治によるまちづくり
を推進します。

● 協働指針に基づき、市民が主体となった公益活動
団体（NPO、公益法人、共益的団体など）と行政
の協働を推進します。

● 協働のパートナーとして自主性・自立性を尊重し、
公益活動団体の活動を促進します。

● 町内会・自治会等の活動を支援し、地域コミュニ
ティの醸成を図るとともに、市民活動の拠点とな
る地区住民センターや住民集会所の環境整備を進
めます。

● 学校跡施設については、全市的な視点を持ちなが
ら利活用を図ります。

【基本的方向】

市民参加・協働の推進

●市民参加の推進　●協働の推進　●公益活動の促進　●地域コミュニティの醸成施　策

第２節

第３節

● 平和都市宣言のまちとして、恒久平和の実現に努め、
平和に対する市民意識の高揚・醸成を図ります。

● 一人ひとりがお互いの人権や価値観を正しく尊重し合え
る人権意識の高揚を図ります。

● 市民一人ひとりがお互いの人権を尊重し、家庭や地
域、学校、職場などにおいて、性別に関係なく個性
や能力が発揮できるよう男女共同参画の意識づくり、
環境づくりを促進します。

● あらゆる分野における男女共同参画の視点に立った
施策の実施のため、関係機関との連携や協働を図り
ます。

【基本的方向】

【基本的方向】

●恒久平和の希求　●人権意識の啓発施　策

平和と人権尊重社会の推進

男女共同参画の推進

●男女共同参画社会の実現に向けた意識の変革　●社会のあらゆる分野における男女共同参画の推進

●仕事と生活の調和が実現できる環境の整備　●あらゆる暴力根絶への取組み
施　策
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第５節

第６節

● 行政の広域的な連携により、人々の交流や観光資源等
の魅力の発掘などを促進するとともに、共通する行政課
題に取り組みます。

● 市民と行政との情報の共有化をさらに進めるため、
情報発信媒体・手法の充実を図ります。

● 個人情報の適正な取扱いを徹底し、公文書や会議の
公開など情報公開制度の充実を図ります。

● 市民の意見等を適切に市政に反映するための広聴活
動を推進していきます。

● 市民生活やまちづくりに関する情報を的確に伝える
ため、広報紙やホームページなど広報機能の充実を
図ります。

【基本的方向】

【基本的方向】

●広域連携の推進　●国・道との連携

●情報の共有　●情報公開制度の充実　●個人情報の保護　●広報広聴活動の充実

施　策

施　策

広域連携の推進

情報公開・広報広聴の充実

第４節

● 効果的・効率的な行財政運営を実現するため、総合計
画と政策評価の連動を図り、計画・予算・評価など行
財政運営の一元化をめざします。

● 行財政改革を推進するとともに、行政組織の見直し、
職員数の適正化、地域主権型社会での行政課題に的
確に対応できる職員の育成などを推進し、より効果的・
効率的な行財政運営に取り組みます。

● 自主財源の確保を図りながら、限られた財源の重点的
な配分などにより財政の安定的な運営を推進します。

● 市民に親しまれ、安全で利用しやすい、景観や環境に
配慮した新庁舎の整備に取り組みます。

【基本的方向】

行財政運営・行革の推進

●効率的な行財政運営　●行財政改革の推進　●健全な財政運営　●行政サービスの充実

●組織・職員の活性化　●新庁舎の整備
施　策
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各地区の基本方向Ⅳ

1 東部地区
◎広域的で多彩な交流や賑わいが生まれ、本市の活性化の中心的役割を果たすように、ＪＲ北

広島駅周辺への商業・業務施設の誘導をはじめ、エルフィンパークや文化施設を活用した賑

わいの創出、諸機能の充実などを図ります。

◎市内や市外の住民同士が自然や文化、スポーツ、レクリエーションなどの活動を通して活発

に交流できるよう、利用しやすい図書館環境づくり、芸術文化ホールの活用による芸術文化

に親しむ環境づくり、総合体育館や自転車道などを活用した広域交流拠点の形成を図ります。

◎東の里遊水地の利活用施設の整備検討、緑化センターの整備検討、運動広場の整備、市営住

宅北の台団地と共栄第２団地の建替えなどを進めます。

2 西部地区
◎旧島松駅逓所やクラーク記念碑、寒地稲作発祥の地の碑など歴史・文化財の保存と継承、河

川整備などの治山・治水対策の推進、市有林の整備地域の拡大、豊かな自然を生かしたレク

リエーション空間の創出などにより、人が訪れる地区の形成を図ります。

◎都市機能の向上を図るため、計画的な土地利用を促進するとともに、広域幹線道路である羊ヶ

丘通の整備促進を図り、輪厚パーキングエリア周辺のスマートインターチェンジ機能を生か

した土地利用の検討を進めます。

◎札幌都市圏に位置する地理的優位性を生かし、造成が進んでいる北広島輪厚工業団地の企業

誘致を推進します。
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3 大曲地区
◎市街地周辺の緑を保全しながら、良好な市街地環境の形成をめざす計画的な土地利用を促進

し、生活道路等の再整備、市民農園・直売所・観光農園等によるグリーンツーリズムの促進、

だれもが安心して利用できる都市基盤整備の充実を図ります。

◎広域幹線道路である国道36号の沿道において、商業・業務施設や軽工業・流通業務施設を誘

致し、活気のある沿道環境の形成を図ります。

◎保育園や学童クラブの充実、消防署大曲出張所の移転・整備、住民集会所の施設整備など利

用者のニーズを踏まえた計画的な整備を推進します。

4 西の里地区
◎計画的な土地利用や既存住宅地の整備を促進するとともに、住民の利便性向上のため、商業・

業務機能の充実を図ります。

◎各種の社会福祉施設が立地しているノーマライゼーションの地区として、ともに支えあう地

域づくり、人にやさしいまちづくりを積極的に進めます。

◎ＪＲ上野幌駅周辺や国道274号の沿道については、交通の利便性などを生かし、商業・業務施

設等の立地を図ります。

5 北広島団地地区
◎多様な世代がいきいきと暮らしていけるよう、気軽に交流できる憩いの場や賑わいの創出を

図ります。また、ＪＲ北広島駅周辺のエルフィンパークや商業業務施設などを活用した賑わ

いを創出し、市全体の中心としてまちの顔にふさわしい土地利用の推進を図ります。

◎豊かな自然環境、良好な住環境、利便性の高い交通など北広島団地の良さを高め、さまざま

な世代のニーズに対応した魅力ある地区をめざすため、北広島団地活性化計画に基づく住民・

事業者・行政による取組み、道営住宅やＵＲ賃貸住宅の再生などを促進します。

◎まちの担い手として新しい住民に移り住んでもらうため、次世代の人々が住んでみたい、住

みたいと魅力を感じることができる地域づくりをめざし、リフォーム相談や住替え相談の充

実、積極的なＰＲなどを進めます。

総
合
計
画
指
標

計
画
の
構
成
と
期
間

基 

本 

構 

想

基 

本 

計 

画



｜ 北広島市総合計画26

❶ 基本指標
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

将来人口 市の総人口 60,864人 H21 61,150人 61,500人

年少人口 15歳未満の人口 8,251人 H21 7,180人 6,360人

生産年齢人口 15歳～ 64歳の人口 39,812人 H21 37,990人 37,000人

老年人口 65歳以上の人口 12,801人 H21 15,980人 18,140人

世帯数 市の総世帯数 25,724世帯 H21 26,410世帯 27,070世帯

合計特殊出生率 15歳から49歳までの女性の年齢別
出生率を合計した数値 1.13 H20 国1.37

道1.20 1.16 1.20

❷ 健康・福祉分野
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

がん検診受診者数 市民を対象として市が実施する胃が
ん（35歳以上）、子宮がん（20歳以
上）、乳がん、大腸がん、肺がん、
前立腺がん(それぞれ40歳以上）の年
間検診受診者数

9,384人 H21 11,200人 14,000人

特定健康診査受診率 40歳以上74歳以下の国保加入者に
対する特定健康診査を受診した人数
の割合

26.8％ H21 国28.8％
（H20）

65％
（H24）

特定健康診
査実施計画
で定める

国が示す目
標値 65％

（H24 年値）

ボランティア団体数 ボランティア活動の普及・啓発など
社会福祉協議会の事業に協力する社
会福祉協議会登録団体数

16団体 H21 17団体 18団体

児童センター利用者
数

児童センターにおける児童及び保護
者の年間利用者数 24,281人 H21 40,000人 40,000人

障がい者地域生活支
援施設利用者数

障がい者の地域での生活を支援する
居住の場である、グループホーム、
ケアホーム、福祉ホームの年間利用
者数

86人　 H21 100人 110人

居宅サービス利用者
の出現率

介護保険第1号被保険者（65歳以上）
に対するホームヘルプサービスな
ど、居宅サービス利用者の割合

9.2％ H21 国10.6％
道10.4％ 11.0％ 12.0％

総合計画指標
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❸ 教育・文化分野
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

人が困っているとき
は、進んで助けたい
と思う児童生徒の割
合

児童（小学6年生）、生徒（中学3年
生）に対するアンケートの結果 小77.5％

中74.9％ H21

国小78.6％
国中72.2％
道小76.9％
道中70.7％

小中85％ 小中90％
以上

家で学校の宿題をし
ている児童生徒の割
合

児童（小学6年生）、生徒（中学3年生）
に対するアンケートの結果 小88.0％

中86.9％ H21

国小95.5％
国中83.0％
道小90.1％
道中81.9％

小中90％ 小中95％
以上

運動・スポーツが好
きな児童生徒の割合

児童（小学5年生）、生徒（中学2年生）
に対するアンケートの結果 小74.5％

中60.0％ H21

国小91.5％
国中84.8％
道小91.8％
道中85.1％

小85％
中80％

小中90％
以上

小中学校耐震化率 建築基準法の耐震基準の改正があっ
た昭和56年以前に建設された耐震化
の必要な棟に対する耐震化実施率

55.7％ H21 国67.0％
道54.4％ 100％ 100％

不登校児童生徒割合 文部科学省が実施している「児童生
徒の問題行動等生徒指導上の諸問題
に関する調査」に基づき、不登校を
理由として30日以上の欠席をした児
童生徒の全児童生徒に対する割合

0.99％ H21 国1.15％
道0.99％ 0.95％ 0.90％

生涯学習振興会設置
数

学びを通したコミュニティの活性化、人づく
りのため地域住民が参画する生涯学習
振興会の設置数

3箇所
（西の里・大

曲・西部）
H21 4箇所 5箇所

旧島松駅逓所等入館
者数

旧島松駅逓所と郷土史料収蔵室（東
記念館）の年間入館者数 3,149人 H21 6,000人 6,500人

図書貸出数 市民１人あたりの年間図書貸出冊数
（図書館・地区図書館） 8.94冊 H21 類似団体

5.47冊 9.0冊 9.5冊

芸術文化ホール利用
者数

芸術文化ホール（ホール・楽屋・ギャ
ラリー・活動室・練習室）の年間利
用者数

98,812人 H21 110,000人 120,000人

体育施設利用者数 総合体育館、各地区体育館、プール、
テニスコート、緑葉公園野球場、自
然の森キャンプ場の年間利用者数

255,693人 H21 270,000人 280,000人

❹ 環境・安全分野
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

温室効果ガス排出量 市民１人あたりの年間温室効果ガス
排出量（二酸化炭素換算。市全体の
エネルギー消費量から推計） 8.84CO2-ｔ H20

地球温暖化
対策推進計
画で定める

地球温暖化
対策推進計
画で定める

北海道の当
面の目標は
2 0 2 0年に
おいて1990
年比△4.5％

収集ごみ量 市民１人１日あたりのごみの排出量
（市はH20年10月に家庭ごみの有料
化を開始） 544g　 H21 道656g

（H20） 610ｇ 610ｇ

有料化前 5
年間の本市
の平均排出
量は 769g
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指　標　名 指標の説明
現　　状 目標値

平成27年
目標値

平成32年
備　考

数　値 基準年 比　較

ごみのリサイクル率 ごみ排出量のうちリサイクルされた
量の割合 22.1％ H21 道19.4％

（H20） 27.0％ 27.2％

公園等里親制度参加
団体数

市民と市との合意に基づきボラン
ティアとして公園等の清掃、美化を
行う里親制度に参加する団体数

25団体 H21 30団体 35団体

公共施設耐震化率 建築基準法の耐震基準の改正があっ
た昭和56年以前に建設された市所有
の建築物のうち、耐震改修が必要な
施設に対する耐震化を実施した割合

50.8％ H21 90％ 90％以上

国 の 目 標
は 2015 年
に お い て
90％以上

自主防災組織率 全世帯数に対する自主防災組織が結
成された地域の世帯数の割合 27.2％ H21 国73.5％

道48.8％ 45％ 70％

火災発生件数 人口１万人あたりの年間の火災発生
件数 4.9件 H21

国4.1件
道4.6件

（H20）
2.5件 2.0件

救命講習会受講者数 救命講習会の受講者数（累計） 18,398人 H21 23,500人 31,000人

交通事故件数 人口千人あたりの人身交通事故発生
件数 4.1件 H21 3.6件 3.1件

街路灯設置数 自治会等で整備や維持管理している
街路灯数 6,052灯 H21 6,280灯 6,530灯

自主防犯団体数 地域住民が自主的に防犯活動を行っ
ている青色回転灯パトロール隊や見
守り隊等の団体数

32団体 H21 34団体 36団体

❺ 産業・労働分野
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

認定農業者の経営総
面積

効率的で安定した農業経営をめざす市
内の全認定農業者が経営する農地面積 1,213ha H21 1,213ha 1,213ha

耕作放棄地面積 以前耕作地であった農地で、過去１
年間以上作物を作付けせず、今後数
年間の間に再び耕作する意思のない
農地の面積

101ha H21 70ha 40ha

製造品出荷額等 工業統計調査による製造品出荷額、
製造工程からでたくず及び廃物の出
荷額、加工賃収入額、その他の収入
額の合計額

655億円 H20 687億円 695億円

商業販売額 商業統計調査による卸売業・小売業
の年間販売額 1,366億円 H19 1,800億円 2,000億円

観光入込客数 北海道観光入込客数調査による市内
の観光地（ゴルフ場、ホテルなど）
を訪れた年間観光客数

80万人 H21
石狩振興局
2,360万人

管内5位
90万人 100万人

シルバー人材セン
ター会員数

シルバー人材センターに登録してい
る会員数 530人 H21 600人 650人
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❻ 生活・都市基盤分野
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

市街化区域内の未利
用可住地面積

市街化区域内で住宅を建築すること
ができる空き地の面積 134ha H20 125ha 116ha

市営住宅建替え率 市営住宅5団地（広島団地、輪厚団
地、西の里団地、共栄第2団地、北
の台団地）340戸のうち、建替えの
必要な324戸に対する建替えの実施
率

52％ H21 85％ 100％

市道改良整備率 市道の規格改良道路への整備率 88.4％ H21 89.1％ 90.0％

水道普及率 給水区域内人口に対する給水人口の
割合 98.5％ H21

全国94.2％
類似団体

95.8％
98.5％ 98.5％

配水管の耐震化率 配水管総延長に対する耐震性に優れ
た管の延長の割合 15％ H21 24％ 31％

下水道普及率 行政区域内人口に対する処理人口の
割合 96.28％ H21 国73.7％

道89.1％ 96.34％ 96.46％

行政手続き電子申請
項目数

住民票交付申請などの行政手続きの
うち、電子申請や届出によって利用
できる項目数

7項目 H21 10項目 16項目

❼ 行財政運営・地域分野
指　標　名 指標の説明

現　　状 目標値
平成27年

目標値
平成32年

備　考
数　値 基準年 比　較

NPO法人認証団体数 特定非営利活動促進法の規定に基
づき認証された特定非営利活動法人

（NPO法人）で、市内に事務所を有す
る団体数

23団体 H21

恵庭市
10団体

千歳市
21団体

25団体 30団体

自治会等加入率 全世帯数に対する自治会等に加入し
ている世帯数の割合 77％ H21 石狩市76％

恵庭市70％ 77％ 77％

附属機関への女性登
用率

市の各種審議会等委員数に対する女
性委員の占める割合 36％ H21 40％ 50％

市税収納率 市民税、固定資産税、都市計画税、
軽自動車税、市たばこ税、入湯税の
現年度分の収納率

97.99％ H21
道内35市

平均収納率
92.10％

98.12％ 98.51％

市ホームページ閲覧
件数

市の公式ホームページ年間閲覧件数 39万件 H21 42万件 47万件

★表中の比較欄で「国、道、類似団体」とあるのは、国や北海道及び類似団体が公表している値です。

総
合
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画
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